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第9回日本ジャンボリー…………・一

水の事故防止、白石夏まつり………・・

会社訪問、市長日誌、話題を追って・・

総合検診、わが家の味………

今月の主な内容
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ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
と
は
、
野
外
活
動
を
主
と
し
て
、
健
全
で
社
会
に

役
立
つ
人
問
に
青
少
年
を
育
成
し
よ
う
と
い
う
社
会
教
育
運
動
で
す
。

　
そ
の
組
織
は
現
在
で
は
世
界
百
十
八
ヶ
国
、
約
㎜
、
六
〇
〇
万
人
の
加
盟

を
有
す
る
世
界
最
大
の
青
少
年
教
育
組
織
で
す
、

30，0（》o人，

鱒

間仲
　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
大
祭
典
第
九

回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
、
五
日
問

の
日
程
で
南
蔵
王
山
麓
白
萩
地
内
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
四
年
前
に
同
地
内
で
開
催
さ
れ
た

第
八
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
の
と
き

は
台
風
に
見
舞
わ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
全
員
が
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
挑

戦
し
大
会
の
目
的
を
達
成
い
た
し
ま

し
た
。

　
9
N
J
は
二
日
か
ら
六
日
ま
で
、

浩
宮
殿
下
を
始
め
、
各
界
の
名
士
を

お
迎
え
し
て
南
蔵
王
の
大
自
然
の
中

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
『
空
の
よ
う
に
広
・
・
、
蔵
王
の
よ
う

に
た
！
、
ま
し
・
、
、
』
の
テ
ー
マ
の
も
と

世
界
の
沖
間
三
万
へ
が
野
営
生
活
を

し
な
が
ら
各
種
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展

開
し
て
参
り
ま
す
。

　　　　　　　響　　　　　蟹

　　　熱
梱
噛
濃
籔
斎

．

辺一（57年8月

｝
般
車
両
の
駐
車
場
に
つ
い
て

の騨
　
本
大
会
期
間
中
は
、
一
般
車
両
は

一
切
会
場
内
に
入
れ
ま
せ
ん
．
．
見
学

の
際
は
、
臼
石
ス
キ
ー
場
駐
車
場
に

駐
車
の
う
え
、
会
場
～
駐
車
場
循
環

バ
ス
（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟

の
負
担
に
よ
り
無
料
）
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
、

▲第8回日本ジャ
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、
ゼヨ

信

デfスカ

動

事

り
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行歓交

ム
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（事前課題

情　テ

班

方
、

サワキャレつトレf，し
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ニアー隊ISSl高校1年～3年

参加隊（ボーf隊）41）名×676個隊

奉仕隊〔シニアー隊）31）名×2｛）個隊

SHQlサブキャシフ『本部）要員

GHQ〔ジャンボリー本部1要員

外　国　派遣団　　20テ国

その他
参加へ員総数

L参考〕ホーf隊IBSl小学5年～中学3年・

9
N
J
参
加
者
内
訳

参加国数

　　12ケ国

　　16

　　16

　　12

　　13

　　12

　　15

　　17

参加入数

13，000名

17，000

26，〔）00

30，000

32，600

26，700

26、270

30．144

　開催地
長野・軽井沢

滋賀・あいばの

静岡・御殿場

岡山・日本平

静岡・朝霧高原

北海道・千歳原

静岡・御殿場

宮城・南蔵王

開催年月

昭和31年8月

　34・S

　37・8

　41・8

　45・8

　49・8

　53・8

　57・8

　回
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　5
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　7
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ジ
ャ
ン
ボ
リ
；
年
表

A
必
修
課
目

フオリエ）テーり

求探

一　 フ

自然
スカ肖卜

B

班　旗　た　て

綱　　引　　き
ア1・二手ヤートレρし

天気図作成
ア　マ　チ　ュ　ア　無　線

ト　　リ　　 几

C

フ
，
力 肖トオン　ステーシ

火　　起　　し
キャノフノ・ンティ

リ　ーアーチェ
訪探跡

け
工
工

づ・
、
云
田

の
　
細

し
紙

け二
和
竹

史

民芸品

づ1り

D

選

択

課

目

9
N
J
選
択
プ
ロ
グ
ラ
ム
種
目

覧
表
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皿オイパ

パ
イ
オ
ニ
ア
賞
と
は

軸
ツ集

　麟鞠謹～鶴飼
　
　
　
　
　
　
麓

　
参
加
し
た
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
自

主
的
な
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
活
動
を
促
進

し
、
シ
ャ
ン
ボ
リ
ー
ヘ
の
募
・
と
期
待

に
こ
た
え
る
意
味
で
設
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
パ
イ
オ
ニ
ア
賞
は
、
選
択
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
中
、
必
修
科
目
A
群
六
種
目

と
選
択
課
目
B
・
C
・
D
群
か
ら
一

種
目
ず
つ
、
合
わ
せ
て
九
種
目
の
認

定
を
受
け
な
け
れ
ば
交
付
さ
れ
ま
せ

ん
。
ぺ
f
オ
ニ
ア
賞
の
受
賞
は
、
ジ

ャ
ン
ボ
リ
ー
ヘ
の
参
加
と
、
成
績
の

優
秀
さ
の
証
と
し
て
永
く
少
年
た
ち

の
心
に
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

9N　Jパイオニア賞
交
通
安
全
に
ご
協
力
を

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
祭
典
『
第
九

回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
』
が
、
八
月

二
日
か
ら
六
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
参
加
す
る
全
国
か
ら
の
ス

カ
ウ
ト
や
見
学
者
の
大
型
バ
ス
や
自

家
用
車
が
多
数
通
り
ま
す
の
で
、
交

通
安
全
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

交通の状況によっては、変更されることがあ

ますので案内板に添って通行してくださ1、、。
第9回日本ジャンボリー交通案内図
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夏
に
集
中

小
さ
な
“
い
の
ち
”
を
守
ろ
う

uo砧
轡（

・

　
太
陽
の
光
の
中
で
思
い
っ
き
り
遊
び
ま
わ
れ
る
夏
は
、

〃
チ
ビ
ッ
子
た
ち
”
に
と
っ
て
最
も
楽
し
い
季
節
。

　
海
や
山
や
川
に
、
元
気
な
は
し
ゃ
ぎ
声
が
響
き
ま
す
が
、

『
方
こ
の
時
期
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
故
の
多
い
シ
ー
ズ
ン

で
も
あ
り
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
水
に
よ
る
事
故
で
、
い
た
い
け
な
“
い
の

ち
〃
が
失
わ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
ふ
れ
る
と
胸
が
痛

く
な
り
ま
す
。

　
昭
和
六
十
年
中
の
全
水
死
者
の
細
三
割
が
中
学
生
以
下

の
子
供
た
ち
で
、
そ
の
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
夏
休
み
に
集

中
し
て
い
ま
す
。
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争
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苧

▼
昭
和
六
十
年
夏
期

（
六
～
八
月
）
の
水

難
事
故
は
、
全
国
で

千
七
百
二
件
に
の
ぼ

リ
、
死
者
・
行
方
不

明
者
は
千
十
五
人
。

　
こ
の
う
ち
中
学
生

以
下
の
子
供
の
水
死

者
は
三
百
十
六
人
で
、

前
年
同
期
に
比
べ
て

十
三
人
（
四
・
三
％
）

増
え
て
い
ま
す
。
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保
護
者
か
い
な
い
と

　
　
窮
廊
墜
革
か
皿
昌
ま
る
下

一
＝
一
＝
＝
一
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＝
＝
一
＝
二
≡
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二
一
＝
＝
＝
一
；
＝
＝
一
＝
＝
；
＝
＝
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一
『
＝
；
二
一
一
二
＝
一

　
子
供
の
水
の
犠
牲
者
を
統
計
か
ら

み
て
み
ま
す
と
、
次
の
よ
う
な
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

●
場
所
別
で
は
河
川
（
百
一
人
）
が

最
も
多
く
、
つ
い
で
海
（
八
十
六
人
）
、

用
水
堀
（
四
十
二
人
）
、
湖
、
沼
、
池

（
四
十
人
）
、
そ
し
て
プ
ー
ル
（
二
十

八
人
）
の
順
で
す
。

●
ど
ん
な
と
き
に
命
を
落
と
し
て
い

る
か
と
い
う
と
、
水
泳
中
（
百
二
十

二
人
）
が
い
ち
ば
ん
多
く
、
つ
い
で

水
遊
び
中
（
八
十
七
人
）
、
魚
釣
り
（
二

十
五
人
V
、
通
行
中
（
十
六
人
）
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
保
護
者
が
同
行
せ
ず
に
、
子
供
だ

け
で
行
っ
た
場
合
に
起
き
た
悲
割
が
、

や
は
り
全
体
の
約
ヒ
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
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．
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子
供
と
り
わ
け
一
、
．
歳
～
五
歳
前
後

の
幼
児
は
”
水
が
命
を
奪
う
危
険
な

も
の
”
で
あ
る
こ
と
を
、
体
験
的
に

知
り
ま
せ
ん
。

　
水
し
ぶ
き
を
み
れ
ば
、
本
能
的
に

遊
び
｝
こ
ろ
が
わ
い
て
き
て
、
ヨ
チ

ヨ
チ
歩
き
で
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
お
母
省
ん
が
目
を
離
し

た
ス
キ
に
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な

い
事
態
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　
ま
た
、
小
学
生
で
よ
く
見
ら
れ
る

事
故
に
、
プ
ー
ル
の
排
水
口
に
足
を

吸
い
込
ま
れ
て
水
死
す
る
と
い
う
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
水
遊
び
を
す
る
と
き
は
、
次
の
よ

う
な
点
に
ぜ
ひ
注
意
し
て
、
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
近
く
に
用
水
堀
や
た
め
池
な
ど
の

危
険
な
場
所
が
あ
る
と
き
は
、
管
理

者
に
申
し
入
れ
て
、
サ
ク
や
ふ
た
な

ど
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

●
子
供
た
ち
だ
け
で
水
泳
や
水
遊
び

に
行
か
な
い
よ
う
に
、
ふ
だ
ん
か
ら

子
供
に
言
い
聞
か
せ
ま
し
ょ
う
。

●
出
か
け
る
と
き
は
、
必
ず
大
人
が

同
行
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
雨
降
り
の
あ
と
は
、
川
や
用
水
が

増
水
し
ま
す
。
子
供
た
ち
を
近
づ
け

な
い
よ
う
に
特
に
注
意
を
。

●
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供

を
見
か
け
た
ら
、
進
ん
で
「
危
な
い

か
ら
や
め
な
さ
い
」
の
ひ
と
声
を
。

＊

＊

　
夏
休
み
が
楽
し
い
思
い
出
の
日
記

帳
と
な
る
よ
う
に
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん

た
ち
と
．
水
の
恐
ろ
し
さ
”
に
つ
い

て
話
し
あ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。

車
に
乗
っ
た
ら

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を

　
夏
は
暑
さ
の
た
め
に
子
供
た
ち
も

く
た
く
た
に
疲
れ
て
い
る
と
き
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
注
意
力
が
散
漫

と
な
り
、
思
い
が
け
な
い
事
故
に
つ

な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
夏
休
み
は
、
ク
ル
マ
で
帰
省

し
た
り
海
・
山
に
行
く
機
会
も
多
く

な
り
ま
す
が
、
子
供
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
た
め
に
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
も
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

子
供
に
は
、
後
部
座
席
で
二
点
式
ベ

ル
ト
を
着
用
さ
せ
る
か
、
子
供
用
保

護
装
置
な
ど
を
用
い
る
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。

　
楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
を
た
く

さ
ん
残
す
た
め
に
、
ぜ
ひ
交
通
安
全

に
つ
い
て
お
考
え
く
だ
さ
い
。

4

ま象宏1 一『一ド鼠、一1

　　　　　　　∫ノ　マ、1、
　　　　一『　 冒

「

ト ’　i、景
　　　　　　　　　二蒼

　　　　　1　L欝
づ、、一i　拶、
　　　　　，1

シートベルト着用推進運動

　（8月1日～9月20日）

■’，

白
石
夏
ま
つ
り
八
月
十
二
日
～
、

　
　
八
月
＋
五
日
…

　
夏
を
彩
る
市
民
の
ま
つ
り
『
白
石
夏
ま
つ
り
』
が
、
今
年
も
八
月
十
二

日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
四
日
間
盛
大
に
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
盆
踊
り
大
会
」
や
「
白
石
音
頭
パ

レ
ー
ド
」
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
沢

山
で
す
。
復
活
三
年
目
を
迎
え
た
花

火
大
会
は
、
昨
年
に
も
ま
し
て
夏
の

夜
空
に
あ
ざ
や
か
な
花
を
開
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
か
ら
新
企
画
と
し
て

の
「
商
工
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
市

民
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
祭
の

ム
ー
ド
を
さ
ら
に
盛
り
あ
げ
ま
す
。

内
容
『
市
内
進
出
企
業
等
の
工
業
製

品
の
展
示
』
『
下
水
道
事
業
の
概
要
と

衛
生
機
器
の
実
演
』
『
宅
地
・
建
物
・

電
気
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
』
『
地
場
産
品

・
農
産
物
等
の
即
売
』

．
二
晒

■

、
謡
婁

駈

、
訴

歌

贋醤 ノ

一’

謹

　
　
　
　
　
　
　
　
，
だ
、

　
　
　
　
　
　
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲

　
　
　
　
　
鍵
£
螢

　
　
　
　
愚

　
　
　
　
　
一
、
－
竈

　場　　　所

臼石駅前広場

中町・長町通り

長町・中町・駅前通り

外河原河川敷

臼石市市民会館

内
職
や
副
業
の
勧
誘
に
ご
用
心

白石夏まつり日程
間蒔

一
止

⊃
一
中

三

ミ

19：00～21：00

　月　日
8月12・13日

雨天の場合

8月14日
雨天の場合15日

8月14日
而天の場合15日

8月15日
丁天の場合順延

　イベント冬

駅前盆踊大会

歩行者天国イヘント広場

白石音頭パレート

会大火花

～
　
、

ロ
ロ
　
ロ
ロ

月
商工フェスティバル

　
新
聞
の
折
込
み
チ
ラ
シ
や
若
者
向

け
雑
誌
な
ど
に
「
経
験
や
知
識
が
な

く
と
も
自
宅
で
余
暇
を
利
用
し
て
で

き
る
簡
単
な
仕
事
で
、
月
五
万
～
十

五
万
ぐ
ら
い
の
副
収
入
を
得
ま
し
ょ

う
」
　
「
勤
め
人
、
O
」
、
主
婦
の
副

業
に
最
適
」
な
ど
の
宣
伝
文
句
を
な

ら
べ
て
内
職
や
副
業
を
す
す
め
る
広

告
が
の
っ
て
い
ま
す
。
あ
て
名
書
き
、

ア
ニ
メ
彩
画
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
、

軍
手
編
み
、
ビ
ン
の
加
工
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
い
か
に
も
仕
事
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
し
か
も
気
軽
に
収
入

を
得
ら
れ
る
よ
う
な
印
象
を
読
ん
だ

人
に
与
え
る
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
仕
事
を
申
し
込
み
、
お

金
を
送
っ
て
も
、
す
ぐ
仕
事
を
く
れ

る
こ
と
は
な
く
「
副
業
で
金
も
う
け

情
報
集
」
を
郵
送
し
て
く
れ
る
だ
け

と
か
、
受
講
料
、
材
料
費
、
加
工
用

機
材
費
な
ど
を
支
払
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
仕
事
を
あ
っ
せ
ん
し
て
も
ら

え
ず
、
ま
た
仕
事
を
し
て
も
技
術
不

良
を
理
由
に
買
い
上
げ
を
拒
否
き
れ

た
な
ど
の
苦
情
が
出
て
い
ま
す
。
最

近
は
高
校
生
な
ど
も
被
害
に
あ
っ
て

い
ま
す
。

　
内
職
の
申
し
込
み
を
す
る
時
は
信

頼
の
で
き
る
業
者
か
ど
う
か
十
分
調

ぺ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

★
こ
の
種
の
ご
相
談
は
市
民
課
ま
た

は
、
消
費
生
活
相
談
員

　
栗
原
　
昭
子
㈲
魯
五
－
五
一
九
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ど
う
ぞ
。

　　　　久ilJ
　　　　訪㌔、1’1戸と』T，、郭孔

　もし、わたしたちの住んでいる町

に大地震が起きたら……地震に限ら

す、いざというときにあわてないた

めに．も、ふたんから防災について考

えておくことか大切です

　9月1日は「防災の日」、これを機

会に、家族みんなて「家族防災会議

を開き、防災について話し合いたい

ものてす．

家族防災会議で話し合うこと

●家族の役割分担

●離れはなれになったときの家族の

　連絡先と連絡方法

●火の始末と初期消火

●家具・危険物なとの点検整備

●避難場所と避難路の確認

●水、食料なとの備蓄と非常持出品

　の準備

●災害についての正しい知識

望
　
　
　
、
月
、
間

　
　
　
　
8
月
1
日
～
8
月
3
0
日

　
今
か
ら
六
十
六
年
前
の
八
月
十

日
（
大
正
九
年
）
、
日
本
で
最
初
の

近
代
的
道
路
整
備
の
長
期
計
画

「
第
一
次
道
路
改
良
計
画
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
を
記
念
し
て
、
建
設
省

で
は
今
年
か
ら
八
月
十
日
を
「
道

の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

　
六
十
六
年
の
歳
月
で
、
日
本
の

道
路
は
か
な
り
拡
充
、
整
備
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
先
進
国
と
い
わ
れ
る
欧
米

諸
国
に
比
べ
る
と
、
ま
だ
ま
だ
質

8
周
樋
昌
は

、
藁
鵜
圏
』

量
と
も
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
都
市
内
で
、
都
市
計

画
法
に
定
め
ら
れ
た
計
画
ど
お
り

に
で
き
上
が
っ
て
い
る
道
路
は
、

ま
だ
三
九
・
八
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
ま
す
ま
す
進
む
日
本
の

”
車
社
会
〃
1
そ
れ
を
支
え
る
”
道
〃

の
重
要
性
を
い
ま
一
度
考
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
「
道
の
日
」
の
記
念
行
事

と
し
て
、
「
日
本
の
道
百
選
」
　
（
仮

称
）
が
選
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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ぼ
く
ら
の
街
の
会
社
訪
問

（
＠

⑫
自
石
興
産
檬

市

誌

　
明
治
1
9
年
N
月
、
地
元
資
本
に
よ

っ
て
自
石
興
産
商
会
と
し
て
創
立
、

大
正
m
年
m
月
株
式
会
社
に
改
組
さ

れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
．

　
旧
来
の
製
粉
は
水
車
で
石
う
す
を

廻
し
、
小
麦
を
粉
末
に
し
て
い
ま
し

た
が
選
別
の
技
術
も
悪
ー
黒
昧
が
か

っ
た
も
の
し
か
生
産
で
き
ず
、
盛
ん

に
？
、
ら
れ
で
、
い
た
「
手
の
べ
温
麺
」

も
黒
昧
が
か
っ
た
も
の
で
し
た
．
．

　
静
、
こ
で
温
麺
の
改
良
を
は
か
る
た

め
英
国
の
製
粉
技
術
を
導
入
し
操
業

を
始
め
た
の
が
白
石
興
産
－
今
年
の

10

月
で
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
戦
前
は
温
麺
だ
け
を
生
産
し
で
、
い

　
　
　
　
　
捌
、
　
ー
「
”

鼠
翻
翻
難

　　　　　　彗

　　　i

』
▽
白
石
市
字
大
畑
一
番
一
の
二

ま
し
た
が
現
在
は
百
種
類
以
上
の
麺

を
生
産
し
て
い
ま
す
。
販
売
は
主
に

関
東
以
北
で
す
が
、
関
西
の
麺
と
組

み
合
わ
せ
贈
答
品
と
し
て
販
売
す
る

な
ど
新
し
い
方
法
も
と
ら
れ
で
、
き
て

い
ま
す
。
「
若
い
人
が
好
ん
で
食
．
’
、
ら

れ
る
よ
う
な
料
理
法
を
研
究
中
で
す
。

ど
の
よ
う
に
し
て
食
べ
る
と
お
い
し

い
か
調
理
方
法
の
P
R
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
温
麺
は
自
石
の
財
産
。

み
ん
な
で
大
切
に
し
な
が
ら
み
ん
な

で
伸
び
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
開

発
部
の
鈴
†
マ
ネ
ー
ジ
ヤ
ー
．
、
．

　
従
業
員
は
約
一
二
Q
名
そ
の
う
ち

女
子
が
三
割
強
．
．
．
文
化
生
活
委
員
会

が
社
内
旅
行
な
ど
を
企
画
立
案
し
、

親
睦
を
は
か
っ
て
い
ま
す
．
、
他
に
工

場
懇
話
会
の
主
催
す
る
球
技
大
会
に

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
几
、

卓
球
な
ど
会
社
の
チ
ー
ム
を
編
成
し

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
工
場
と
営
業
が
一
体
化
し
、
お
吝
．

さ
ん
の
生
の
声
を
生
産
に
と
り
人
れ
、
．

ト
ー
ダ
珪
な
品
質
管
理
を
展
開
し
て
㏄

い
る
白
石
興
産
。

　
創
立
百
周
年
に
向
け
、
よ
の
よ
い

製
品
づ
、
h
を
目
指
し
、
工
場
全
体
、

で
遇
進
し
て
い
ま
す
、
．
　
、

　
ア
月

9
日
伽
　
越
河
新
田
た
め
池
の

　
　
　
泥
吐
口
か
ら
異
常
出
水

　
た
ま
た
ま
七
ヶ
宿
ダ
ム
建
設
促
進

陳
情
の
た
め
上
京
中
で
あ
っ
た
が
、

連
絡
を
受
け
急
き
ょ
帰
白
す
る
。
新

［
田
た
め
池
の
出
水
口
の
下
に
あ
る
泥

吐
口
の
止
水
板
が
壊
れ
た
た
め
の
異

常
出
水
と
い
う
こ
と
．
、
、
現
場
に
飛
び

被
害
を
受
け
た
お
宅
に
参
上
し
、
お

わ
び
を
す
る
と
と
も
に
、
渇
水
対
策

『
委
と
協
議
の
上
、
で
、
き
る
だ
け
の
補

償
を
す
る
こ
と
を
お
約
束
す
る
。
そ

の
後
状
況
を
視
察
。
残
り
・
、
王
部
の
た

め
池
の
総
点
検
を
指
示
し
た
。
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
事
故
が
起
っ
た
の
で

．
あ
る
。
今
後
こ
の
よ
う
な
事
故
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
万
主
の
措
置
を
し

『
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民
各
位
に

慕　　　　一擬卜撃κ薦

　　　　　　　　　　剛
▲卜一キン白石社屋竣工落成式

対
し
深
ー
お
わ
び
申
し
あ
げ
る
。

伍
日
∪
り
　
小
下
倉
上
川
原
畑
地

　
　
　
　
　
区
画
整
理
事
業
落
成

　
県
下
で
も
珍
ら
し
い
畑
地
の
土
地

改
良
事
業
で
あ
る
。
国
・
県
の
ご
援

助
は
も
ち
論
で
あ
る
が
、
組
合
員
各

位
の
熱
意
と
ご
努
力
に
心
か
ら
敬
意

を
表
し
た
い
。

　
小
下
倉
地
区
は
、
昔
か
ら
臼
石
市

民
へ
の
野
菜
の
供
給
地
で
あ
り
、
高

い
生
産
技
術
を
も
っ
て
い
る
。

　
こ
の
基
盤
整
備
を
起
爆
剤
と
し
て

小
下
倉
地
区
が
、
複
合
経
営
の
ペ
イ

オ
ニ
ア
と
な
り
、
本
市
農
業
振
興
の

け
ん
引
車
と
な
衝
こ
と
を
祈
念
す
る
。

16

日
伽
　
卜
ー
キ
ン
白
石
落
成
被
露

　
最
先
端
技
術
工
場
で
あ
り
、
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
の
独
占
生
産
を
行
な
っ

て
い
る
ト
ー
キ
）
自
石
の
落
成
式
が

行
な
わ
れ
る
．
、
式
に
先
立
っ
て
工
場

の
見
学
が
あ
っ
た
。

　
f
ン
テ
リ
ジ
ェ
）
ト
・
フ
ァ
ラ
ト

リ
ー
構
想
に
基
づ
き
光
フ
ァ
f
バ
ー

L
A
N
の
導
ス
、
な
ど
O
A
化
、
F
A

化
は
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。
し

か
も
そ
の
6
0
バ
ー
セ
｝
ト
は
自
社
製

で
あ
る
と
い
う
一
．
東
北
金
属
工
業
の

技
術
力
の
高
さ
に
感
嘆
せ
ざ
る
を
得

な
い
．
、

　
来
賓
の
．
顔
触
れ
を
み
て
も
、
小
林

日
電
会
長
を
は
し
め
、
津
軽
副
知
事

小
林
仙
台
通
産
局
長
、
東
北
大
学
工
　
6

学
部
長
穴
山
教
授
な
ど
ま
さ
に
産
学

官
協
同
の
典
型
で
あ
る
。
一
日
も
早

ー
第
二
期
工
事
に
着
手
さ
れ
、
東
北

地
方
の
モ
デ
ル
工
場
と
し
で
、
発
展
さ

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
す
る
。

22

日
㈹
　
本
市
に
大
臣
誕
生

　
地
元
参
議
の
遠
藤
要
先
生
が
、
三

期
目
の
当
選
を
果
た
す
や
、
第
三
次
、

中
曽
根
内
閣
に
法
務
大
臣
と
し
で
、
入
．

閣
。
本
市
始
ま
っ
て
以
来
の
快
挙
．
、

翌
日
一
番
の
新
幹
線
へ
駆
け
つ
け
、

先
生
に
お
祝
い
を
述
べ
た
。
郷
土
の

誇
り
で
あ
り
、
先
生
の
ご
活
躍
を
心
．

か
ら
ご
期
待
申
し
あ
げ
る
一
り

24

日
伽
　
白
石
第
一
高
架
橋
開
通
式
．

　
山
本
知
事
を
は
し
め
、
多
：
の
ご

来
賓
の
ご
出
席
の
も
と
、
本
市
十
年

来
の
宿
願
で
あ
っ
た
自
石
第
二
・
同
架
、

橋
の
開
通
式
が
行
な
わ
れ
た
．
．
、

　
東
北
本
線
に
架
か
る
こ
の
高
架
橋

は
、
宮
城
県
が
施
工
し
、
国
は
も
ち

論
、
多
く
の
県
単
独
事
業
費
を
投
入

し
て
頂
き
計
画
年
度
を
一
年
八
ヶ
月
｝

も
早
め
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
・
．

　
こ
れ
に
よ
り
交
通
渋
帯
は
一
挙
に
．

解
消
し
、
当
市
東
部
地
域
の
開
発
と

商
工
業
の
振
興
が
み
こ
ま
れ
、
真
の

仙
南
の
中
核
都
市
と
な
る
よ
う
つ
と

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
．
、
ま
た
望
蜀

の
言
か
も
箱
れ
な
い
が
森
台
雁
待
橋

線
の
早
期
完
全
開
通
に
努
め
た
い
．
．

カ

▲「ササの葉サラサラ～月」七夕まつり（7月3日第二幼稚園）

話題を追って　：や：：噛‡・

　　◆：　・：◆：◇：ひ：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
μ
㎏

㎏
　

醜
．
鳳
憲
．

裏』亨㌻繭1ぞ

　　　　　　　一　　　　　　 一P　　　　‘　　・欄盤藪ご惑．轟理、軍彊圖匪」鹸≧　糊▽　　 1．曲
▲「渥電は7」「異常ありません！」（7月14日東北電力のプール点検）　▲菊扇流舞踊発表会（7月20日市民会館）

　　　　鷺麹繋笠攣慧越獅麟藩喝》，・』し、野繋

▲白石第一高架橋こけし除幕式（7月24日森合雁狩橋線）　▲白ツツジの補植をする鷹巣地区コミュニティ推進協議会員（7月6日緑が丘会園）

y．｝．．．．ン飾

　　　　　　　　　　　　　　　　　一
▲郡山老人クラブ住吉会清掃奉仕（7月10目観音崎児童公園）　▲郷土資料館へと刀剣を寄贈（7月22日応接室）
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【
材
料
】
　
（
4
人
分
）

　
い
わ
し
（
正
味
）
㎜
9
、
玉
ね
ぎ

50

9
、
し
ょ
う
が
ー
か
け
、
青
し
そ

4
枚
、
自
ご
ま
少
量
、
サ
ラ
ダ
油
。

④
（
片
栗
粉
大
さ
じ
2
、
塩
少
々
、

　
し
ょ
う
油
小
さ
じ
2
、
レ
モ
ン
汁

　
小
さ
じ
2
）

【
作
り
方
】

①
い
わ
し
は
三
枚
に
お
ろ
す
か
、
半

　
び
ら
き
に
し
て
、
す
り
鉢
（
ス
ピ

　
ー
ド
カ
ッ
タ
ー
で
も
よ
い
）
で
す

　
り
み
に
し
④
を
入
れ
、
玉
ね
ぎ
、

　
し
ょ
う
が
、
青
し
そ
の
み
じ
ん
切

　
り
を
加
え
、
な
め
ら
か
に
な
る
ま

　
で
ま
ぜ
ま
す
。

②
ア
ル
ミ
箔
に
油
を
ぬ
り
①
を
ひ
ら

　
た
く
の
ば
し
表
面
に
包
丁
で
松
笠

　
も
よ
う
“
麟
を
入
れ
ま
す
。

③
②
）
を
オ
ー
ブ
ン
（
フ
ラ
イ
パ
ン
で

　
も
よ
い
）
で
焼
き
、
焼
き
あ
が
っ

龍
！ 不足しがちな栄養素

　カルシウム，ビタミンA・B2は、相当
気を付けていても不足しがちな栄養素で
す。できるだけ多めにとるよう心がけま
しょう。
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1

o罐労感』・貧一駅フF帳に

　あちし、Lク呑こllρ

鼎

　多く使う家庭ほど、

　ちます。

、㍗2」

立田ふじ子さん（福岡長袋）

温めただけで食べる「調理済食品」を

　　　　　　これらの不足が目立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ノ
ヨ
ペ

ー
一
　
　
一
調
　
　

p
r
蒙
　
　
ツ
臨

噺
蟄
磯
㌶
譲
、
歌
愈

鎌
熱
誇
鱒
麟
蝦

『
熾
己
　
　
　
　
涯
目

　
　
　
　
刊
．

「医食同源」から

消費生活モニター調査結果

理ま繊さ骸焼
ら
白
ご
ま
を
ふ
り
ま
す
。

形
に
切
っ
て
召
し
上
っ
て
く
だ

く
て
カ
ル
シ
ウ
ム
の
豊
富
な
い

し
は
、
育
ち
盛
り
の
子
供
に
も

た
お
年
寄
り
に
も
喜
ば
れ
る
料

で
す
。
1

吾
「

計
、
り
み
毒
り
、
樵
風

・

艶
ヲ

塾　
　
ザ
　
r

難
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麟

審

④

鴎

調査日：昭和61年7月1日　白石市

品　　　名

1．砂 糖

2．しょう油
3．サラダ油

4．小麦粉
5。食　パ ン

6．マーガリン
7．牛 を

す

8．バ　　タ

9．　テイノシュベーパー

10．ラ　　ソ　プ

11．プロパンガヌ、

12．カレーライス

13，理　髪　料
14．　パーマネント料

15。灯 油

16．　レギュラーガソリン

17．軽 油

18．A　重　油

銘柄　規格
上白糖 1kg

上級濃ロポリ容器入り1老

ポリ容器入り 7009
砥
刀力薄 1k9

並　　食 1袋

ソフトカル1・ン入り2259

紙容器入り 1，000cc

カルトン入り 2259

400枚紙箱入り
幅30em・長さ20m

10㎡ （気体）

並　　食 皿

小学生調髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカット）

（店頭価格　　184）

（配達料込み　18乏）

1　　ぞ 現　　金

1 乏　　現　　金

1　　ぞ 現　　金

最高値
288円
300

445

240

160

235

260

395

180

248

5，700

500

1，700

6，000

1，130

1，150

130

93

70

最低値
258円
250

298

208

150

185

188

378

118

150

4，500

450

1，500

5，000

1，000

1，008

124

80

60

平均値
278円
269

400

224

151

211

231

386

153

214

4，896

457

1，600

5，412

1，071

1，111

126

89

64

朝平均懸格

279円
269

402

219

152

223

231

389

153

218

4，932

471

1，612

5，400

1，113

1，135

130

89

67

対前月価格比

△0．4％

△0．5

2．3

△0。7

△5．4

△0．8

△1．8

△0．7

△3．0

△0．7

0．2

△3．8

△2．1

△3．1

△3．4

△4．5

薦｛ 考

上昇品目：小麦粉、パ

ーマネント料

下降品目：砂糖、サラ

ダ油、食パン、マーガ

リン、　バター、　ラップ、

プロパンガス、カレー

ライス、理髪料、灯油、

レギ』ユラーガソリン、

軽油、重油

横ばい品目：しょう油、

牛乳、ティッシュペー

ノ｛一

9

みん鍛で騰けよう
　市民のみなさんの健康保持増進

のため、次により総合検診を行い

ますので、受診されますようお’知

らせします。

※現在、血圧、心臓、腎臓病等で

治療中の方は、検診を受ける必要

はありませんが、胸部レントゲン

検査を受けていない方は結核検診

を受けてください。

声
り

診票）を必ず持参してください。

・結核健康診断（受診票）の※印

の1～9までのいずれかに該当

する方は、この診断を受ける必

要はありませんので、番号を○

で囲み、保健衛生課または検診

会場受付へ提出してください。

縷愈鰯繋

一般健康診査

事項を記入して持参してください。

・尿検査は、配布した容器に当日

食後の尿を取って持参してくだ

　さい。

貧血検査

結核健康診断
レ15歳以上の方（職場、学校、医

　療機関などで受けた方は除く）

・・配布した結核健康診断通知書（受

レー般診査　40歳以上の方（職場

　学校などで受けた方は除く）

〉精密診査　一般診査で医師から

　精密診査を必要と診断された方

。配布した健康診査受診票

朋＼＼＼

8月26日

8月27日

8月28日

8月2四

8月3帽

9馴日

9月2日

9月8日

☆

9月9日

慮血1

曜

火

水

木

金

土

月

火

月

火

実施場所

三住研修センダー

不忘研修センター

長峰分校

八宮生活センダー

消防団鎌先詰所

蔵王集会所

滝下会館

福岡公民館

深谷公民館

上戸沢集会所

下戸沢公会堂

明戸集会所

小原公民館

中央公民館

中央公民館

時　間

9：00～10：30

12：00～13：00

14：00～15：00

9：00～11：00

12：30～14：30

15：30～16：30

9：00～11：30

13：00～15：00

9：00～11：30

13：00～15：30

9：30～11130

13：00～15：00

10：00～11：00

13：00～14：30

9：30～11：00

13；00～15；00

9：00～11：30

13：00～15：00

9：00～11：30

13：00～15：00

実施区名

三1主

不忘

川原子

八宮，大網，芹沢

鎌先，弥治郎

蔵王

滝下

尾ベラ，滝上

沖

上原，下原，山根，山ノ下

西区上，西区下，東区

南区，北区

上戸沢

下戸沢，赤共畑，冷清水，大熊

湯元，明戸，赤坂，小久保平

塩倉，猿鼻，東，中北，新町

柳町11誠一31班1，脚巣1一部1

郡山

本郷一，本郷二

上郡山

月目’＼

9月玉0日

9月12日

9月1旧

9月20日

☆

9月22日

轍血1

9月24日

9月250

9月26日

9月2旧

☆

9月29日

轍血1

曜

水

金

水

土

月

水

木

金

土

月

要必，
｝

〉18歳以上39歳までの女性で希望

　者のみ

・貧血検査希望者は、当日受付で

　申し込んでください。なお、検査

料（440円）は、自己負担となります。

☆詳しくは、配布される「総合検

診のおしらせ」をごらんください。

　保健衛生課恕5－2111（内線136）

実施場所

犬卒都婆公会堂

大鷹沢四区公民館

小下倉集会所

脚巣コミュニテ1セ汐一

臼川公民館

大鷹沢公民館

大平公民館

越1可公民館

斎川公民館

健康センター

健康センダー

健康センター

時　間

930～11130

13：30～15：00

9：30～10：30

13：00～15：00

9130～11：30

13：00～15：00

9：30～11：30

13：00～15：00

9：00～11：30

13：00～15：00

9：00～11：30

13：00～15：00

9：30～11：30

13：00～15：00

9：00～11：30

13：00～15：00

9：00～11：30

13100～15100

17：00～19：00

9：00～11：30

13：00～15100

17：00～19：00

実施区名

白川6，7区，大鷹沢12区

大鷹沢4，5，6区

小下倉

鷹ノ巣

2，4，5区

1，3区

1，2，3，7区

8，9，10，11区

1，2，7，8区

3の1，3の2，4，5，6区

1，2，3，4，5，6区

7，8，9，10区

1，2，3，4の1，8区

4の2，5，6，7の1，7の2区

西益岡，中町，柳町（1～12班）

本郷第3，短ヶ町，亘理町

本町，長町，清水小路，寿町

田町

都合で受診できなかった方

南町，本郷4，新岡’

中益岡，東益岡

都合で受診できなかった方

◎
白
石
市
健
康
セ
ン
タ
ー
で
受
検
さ
れ
る
方
で
、
車
で
齢
い
で
に
な
る
場
合
は
市
役
所
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

※検診を指定された日が都合のわるい方は、どこの会場でも受検できます。（☆印の日は、同時に献血も受付けます。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8



ス
ボ
ー
ツ
の
普
及
を
は
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
体
育
指
導
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　

昇
さ
ん
（
5
2
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
自
石
市
白
川
津
田
字
内
堀
7
5

　
体
育
指
遵
委
員
は
、
住
民
の
求
め
に
応
じ
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導

や
、
学
校
．
公
民
館
な
ど
の
行
な
う
ス
ポ
ー
ツ
の
行
事
や
事
業
な
ど

に
協
力
し
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
指
導
と
助
言
な
ど
を
行
な
う
た
め
に

お
か
れ
て
い
ま
す
。
白
石
に
は
二
〇
名
の
体
育
指
導
委
員
が
お
り
、
各

地
区
や
各
種
大
会
で
実
技
指
導
や
審
判
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
・

　
だ
れ
も
が
参
加
で
き
、
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
を
と
い
う

こ
と
で
考
え
出
さ
れ
た
家
庭

バ
レ
ー
ボ
！
ル
や
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
も
す
っ
か
り
定
着
し
た

よ
う
で
す
。
特
に
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
は
、
各
地
の
広
場
で
毎
朝
練
習

し
て
い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
普
及
す
る
ま
で

は
、
嫁
と
姑
の
不
和
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
全
く

聞
か
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
た
だ
現
在
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
競

　
技
性
が
先
行
し
て
し
ま
い
、
ゲ
ー

　
ム
を
楽
し
む
も
の
、
だ
れ
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
る
も
の
で
な
く
な

　
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
考
え
出
さ
れ

　
た
時
の
状
態
に
戻
し
て
ゆ
く
必
要

　
を
強
！
・
感
じ
て
い
ま
す
」

　
　
「
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
審
判
を

　
し
て
い
て
感
じ
る
こ
と
は
、
選
手

が
頼
ま
れ
て
試
合
に
出
場
し
て
い

る
と
い
う
意
識
の
強
い
こ
と
で
す
．

　
ス
ポ
ー
ツ
は
頼
ま
れ
て
や
る
の
で

な
，
『
、
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と

自
分
の
健
康
の
た
め
に
し
て
い
る
と
・

い
う
ふ
う
に
考
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
佐
藤
委
員
長
さ
ん
。

　
七
月
二
十
七
日
健
康
ま
つ
り
、
ぺ

月
管
内
健
康
ま
つ
り
、
十
月
体
育
大

会
、
十
一
月
農
業
祭
、
三
月
公
民
館
ま

つ
り
な
ど
の
審
判
の
仕
事
が
あ
る
が
、

委
員
間
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
り
的

確
に
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　
去
る
十
七
日
に
は
、
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
講
習
会
を
開
き
、
ル
ー
ル
の

統
一
と
各
地
域
の
指
導
者
の
育
成
を
・

図
り
、
底
辺
拡
大
に
務
め
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
体
育
指
導
禾
宮
貝
に
は
、

体
育
ド
ク
タ
ー
的
要
素
も
要
求
さ
れ

ま
す
ま
す
責
任
が
重
く
な
り
ま
す
」

　「ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
前
に
は
、
十
分

な
準
備
運
動
を
し
て
、
ヶ
ガ
の
な
い

よ
う
に
し
、
楽
し
ん
で
，
＼
だ
さ
い
」

と
体
育
指
導
委
員
二
十
二
年
目
の
佐

藤
さ
ん
。

　
体
育
指
導
委
員
の
他
に
も
交
通
指

導
隊
員
、
三
十
六
年
間
続
け
て
い
る

各
種
調
査
調
査
員
な
ど
役
職
が
多
い
。

　
今
年
の
三
月
に
は
、
昭
和
六
十
年
・

度
国
勢
調
査
調
査
員
と
し
て
調
査
の
、

内
容
が
正
確
で
あ
り
、
か
つ
適
切
で

あ
っ
た
の
で
総
務
庁
長
官
か
ら
表
彰

さ
れ
て
い
る
。
も
っ
ぱ
ら
家
業
の
酒

屋
さ
ん
は
奥
さ
ん
ま
か
せ
と
か
…
…
。
、

　
五
年
に
｝
度
の
事
業
所
統
計
調
査

を
終
え
、
や
っ
と
一
息
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
伊
達
政
宗
が
隻
眼
（
か
た
目
）
で

あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
ぬ
人
は
い
な
い
。

伝
記
に
よ
る
と
慰
癖
〔
充
鰭
癒
）
で

病
毒
が
右
目
に
あ
つ
ま
っ
て
失
明
し
、

そ
の
う
え
眼
肉
が
一
部
も
り
あ
が
っ

て
目
じ
り
の
外
に
出
て
甚
だ
醜
い
容

ぼ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
何
歳
の
と

き
の
こ
と
か
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
．
、

政
宗
は
こ
れ
を
苦
に
し
近
侍
の
者
に
、

眼
肉
を
つ
き
つ
ぶ
す
よ
う
命
じ
た
が

流
石
に
誰
も
お
そ

れ
て
す
る
者
が
な

か
っ
た
る
　
お
ク
て
・
り

く
医
者
も
手
を
下

し
か
ね
た
の
で
あ

ろ
う
。
あ
る
時
、

気
に
入
り
の
近
臣

．
で
あ
っ
た
片
倉
小

「
十
郎
景
綱
が
意
を

・
．
決
し
て
短
刀
で
と

び
出
た
肉
片
を
っ

き
つ
ぶ
し
た
（
切

り
取
る
？
）
と
い

p
つ
Q

に
祈
願
さ
せ
た
。
あ
る
夜
、
白
髪
の

僧
が
湯
殿
山
の
几
天
（
ご
幣
）
を
も

っ
で
、
義
姫
の
夢
枕
に
立
っ
て
「
梵
天

の
宿
を
胎
内
に
階
り
る
」
と
告
げ
、

間
も
な
，
・
懐
妊
し
生
れ
た
の
が
政
宗

だ
と
い
う
。
こ
の
長
海
の
師
匠
に
万

海
上
人
と
い
う
願
行
兼
備
の
名
僧
が

い
た
が
、
こ
の
万
海
が
隻
眼
で
あ
っ

た
の
で
、
政
宗
は
彼
の
生
れ
代
わ
り

だ
と
い
う
話
が
あ
り
、
さ
き
の
夢
枕

　
　
　
　
　
　
　
の
僧
は
万
海
だ
と
．

　
　
　
　
　
　
　
も
い
う
。
し
か
し

　
　
　
　
　
　
　
政
宗
の
隻
眼
は
生

⑯

　
　
政
宗
十
歳
以
降
の
こ
と
ら
し
い

　
（
景
綱
は
十
歳
年
長
）
。
ま
こ
と
に
す

さ
ま
じ
い
話
で
あ
る
が
政
宗
と
景
綱

の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
信
頼
関
係
を
物

『
語
る
エ
ビ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
政
宗
の

・
、
出
生
に
つ
い
て
は
英
雄
伝
説
に
あ
り

』
が
ち
の
不
思
議
な
話
が
多
い
。
政
宗

の
母
の
義
姫
は
当
時
第
一
級
の
修
験

僧
と
い
わ
れ
た
長
海
上
人
に
、
文
武

の
秀
で
た
子
を
授
か
る
よ
う
湯
殿
山

独眼竜政宗

れ
つ
き
の
も
の
で

な
い
か
ら
こ
れ
は

作
り
話
で
あ
る
。

政
宗
は
自
分
の
隻

眼
を
い
や
が
っ
て

常
に
右
目
を
か
く

す
よ
う
に
し
、
ま

た
不
自
由
な
点
を

近
臣
が
か
ば
う
と

機
嫌
を
損
じ
た
と

い
う
。
死
後
自
分
の
像
を
造
っ
た
り
・

描
い
た
り
す
る
時
は
、
両
眼
を
惣
え

る
よ
う
遣
言
し
で
、
い
た
。
だ
か
ら
政

　
　
　
　
　
　
　
　
す
ら
　
ヌ
ム
　
し

宗
の
木
像
や
画
像
は
瑞
巌
寺
の
木
像

な
ど
一
、
二
点
以
外
隻
眼
の
は
な
い
。

い
ま
や
「
独
眼
竜
政
宗
」
な
ど
と
も

て
は
や
し
て
い
る
が
、
瑞
鳳
殿
に
ね

む
る
政
宗
は
、
地
下
で
な
ん
と
思
っ

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
市
史
編
き
ん
室
）

ブ0

イ
ド
ル
ヒ
、
、
d

わが家のア
「

u
ヨドご

騨竪蜜■
　　　／愉『償
　　はやと
小林　準ちゃん（福岡長袋）

　政志さん、正子さんの長男

ママからひとこと

　ミたくましく

　　　まっすぐに育ってネ》

わ
た
し
あ
か
轡
鯵
卸・

3
《
．

獣

瞳
’
却

歪

楽しいな！「水およぎ」

　はんざわ　さとる（小原小1年

　　　》’

’参＼

き
れ
い
だ
ネ
「
花
の
ス
ケ
ッ
チ
」

　
鈴
木
　
君
枝
（
深
谷
小
六
年
）

市
民
文
芸

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
臼
石
市

宇
桜
小
路
3
5
》
へ
。
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

歌
　
　
壇

沓
き
日
に
児
等
と
来
た
り
し
　
天
沼
を
夫
と
歩
め
ば

野
か
ん
草
の
咲
／
・
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

厨
事
嫁
に
ま
か
せ
る
ひ
と
と
き
を
露
の
残
り
し
朝
の

草
引
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

こ
け
し
展
の
入
選
の
句
に
贈
ら
れ
し
賞
の
荷
を
開
く

胸
の
と
き
め
き
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

分
け
や
り
し
は
ま
な
す
の
花
咲
き
初
む
と
受
話
器
の

向
う
に
は
ず
む
声
す
る
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
　
濱

郭
公
の
鳴
く
音
聞
き
つ
つ
急
く
ま
ま
に
供
花
の
水
も

替
へ
て
旅
発
つ
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

ひ
た
す
ら
に
姑
の
癒
え
る
日
祈
り
つ
つ
母
の
日
の
カ

ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
枕
辺
に
飾
る
　
　
山
岡
ゆ
う
子

入
園
す
る
孫
発
熱
す
と
電
話
に
て
手
当
問
ひ
き
ぬ
休

日
の
真
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

謹
慎
の
数
日
を
終
え
し
教
子
の
は
つ
ら
つ
と
し
て
今

朝
出
校
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

土
の
手
を
洗
い
て
受
け
し
年
金
の
証
書
に
老
い
の
心

温
も
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

雑
草
に
ま
じ
り
て
咲
き
し
紅
の
松
葉
ぼ
た
ん
を
庭
に

移
し
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

　
　
　
　
コ
評
」
　
一
首
目
、
か
つ
て
教
師
で
あ
っ
た
日
に
子
供

　
　
　
た
ち
と
来
た
辮
天
沼
を
ノ
テ
日
は
夫
と
歩
む
野
か
ん
草

　
　
　
の
花
と
共
に
過
ぎ
去
っ
た
日
を
な
つ
か
し
む
、
思
い

　
　
　
出
は
美
し
い
。
二
首
目
、
朝
の
台
所
仕
事
を
嫁
に
ま

　
　
　
か
せ
ひ
と
と
き
を
朝
露
の
残
っ
た
庭
の
草
を
抜
く
、

　
　
　
幸
せ
が
心
の
ゆ
と
り
と
な
っ
て
素
直
な
陪
品
が
生
ま

　
　
　
れ
る
。
、
三
．
首
目
、
こ
け
し
展
の
際
に
応
募
し
た
俳
旬

　
　
　
が
入
選
し
て
寅
品
が
送
ら
れ
て
来
た
、
と
き
め
き
な

　
　
　
が
ら
荷
を
あ
け
る
よ
ろ
こ
び
が
的
確
に
表
現
さ
れ
て

　
　
　
ほ
ほ
え
ま
し
い
。

川
股
兵
三
選

俳
　
　
壇

水
を
恋
う
紫
陽
花
い
つ
も
雨
を
侍
つ
　
高
橋
和
歌
子

　
　
　
　
〔
評
｝
紫
陽
花
は
梅
雨
の
頃
に
畔
、
き
つ
づ
け
る
花
で

　
　
　
あ
る
が
、
雨
が
降
る
と
七
色
の
変
化
を
み
せ
、
と
瓶

　
　
　
ど
り
の
色
が
特
に
美
し
い
花
で
あ
る
。
雨
の
な
い
悔

　
　
　
雨
降
り
を
ま
つ
紫
陽
花
で
あ
る
。

水
芭
蕉
蔵
王
ふ
も
と
に
こ
も
り
咲
く
　
日
下
　
　
文

　
　
　
　
（
評
〕
蔵
王
山
麓
に
は
眉
が
多
く
湿
原
地
の
七
ヶ
商

　
　
　
湯
の
原
に
は
水
芭
蕉
か
灯
り
咲
（
の
で
あ
る
．
．
こ
も

　
　
　
り
畔
ア
・
の
表
現
か
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
旬
，

燕
き
で
、
古
巣
を
さ
が
す
庫
裡
の
軒
　
　
佐
藤
　
善
夫

　
　
　
　
〔
評
｝
寺
の
庫
裡
に
へ
7
年
も
ま
た
古
巣
を
慕
っ
て
戻

（
佳
作
）
り
．
，
る
燕
で
あ
る
。
よ
・
、
判
る
句
。

藻
の
花
の
水
面
に
ゆ
る
る
風
す
ぎ
ぬ
　
佐
藤
周
子

蛙
鳴
く
田
植
終
り
し
あ
ぜ
の
道
　
　
　
日
下
　
廣
久

も
ぎ
た
て
の
胡
瓜
か
か
え
棘
痛
し
　
　
鈴
木
　
民
子

渓
谷
の
流
れ
急
な
る
朴
の
花
　
　
　
　
鈴
木
鉄
二
郎

椋
煮
る
香
の
厨
よ
り
な
つ
か
し
く
　
　
岡
崎
　
澄
子

朝
風
に
ゆ
ら
め
く
藤
の
房
長
し
　
　
　
川
村
　
静
恵

糊
き
き
し
宿
の
浴
衣
に
・
＼
つ
ろ
ぎ
ぬ
　
青
木
　
良
子

　
　
　
◎
八
月
例
会
は
、
氏
月
二
十
四
日
旧
十
二
時
半
よ
り

　
　
　
中
央
公
民
館
で
開
催
い
た
し
ま
す
．
．
題
、
残
暑
、
鰯

　
　
　
番
、
＃
、
そ
ば
の
花
．
　
　
鈴
木
貞
二
選

ノノ
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1白蒋市、蛍ρギ． 、1苦凱し

＜寿山住宅＞

》所在地　自石市寿山

〉募集戸数　4戸（148・152・181・

　183号）1戸建（42・44年度建設）

　6畳・4．5畳・台・浴・便所付

〉家賃　5，000円～5，200円

〉受付　8月4日～12日

〉申込場所　市役所建設課

　 1添究：’一　帰鍔蘂こ

＞日時　毎月第1・第3金曜日

　　　　午前10時～12時

＞場所　働く婦人の家

レ会費　1，000円教材費は実費

※詳しくは、働く婦入の家へどうぞ。

』i「国・ノ． P↓再♂ジ・計考㌧

　資格取得をめざす方及びこれか

ら基本を覚えたい方は、この機会

にぜひ、時代が求める技能と資格

を取得してみませんか。

＜技能向上課程＞

・自動車整備士認定試験予備講習

　　　　　　　　9月1日～19日

・旋盤基本作業　9月2日～5日

・半自動溶接技術検定試験予備講

　習9月18日～26日
・アーク溶接特別教育

　　　　　　　　9月11日～13日

・制御用コンピューター（皿）

　　　　　　　　9月3日～12日

・建築基礎講座（建築法規コース）

　　　　　　　　9月13日～27日

・住まいの塗装（中級）

　　　　　　　　9月4日～13日

。住まいの塗装（上級）

　　　　　　　　9月18日～27［ヨ

。室内装飾　　　　9月2日～30日

※各コースの詳しい内容、定員、受

講料・申込みについては、宮城技能

開発センター・開発援助課費02236

－2－2254へお問い合わせください。

13

1
』

七　　 ＿旨 旨頚．／

　宮城県では、昭和62年4月採用

の警察官を募集します。

O受験資格及び採用人員

　昭和34年4月2日から昭和44年

　4月1日までに生まれた男子。

☆A区分40名　大学卒業者（短

　期大学を除く）または昭和62年

　3月卒業見込みの者及びこれら

　と同等以上の学歴を有すると認

　められる者。

☆B区分40名　A区分以外の者。

○受付期間

　昭和61年8月11日（月）から9月8

　日（月〉まで’。

O試験日時及び場所

　昭和61年9月28日（日）午前10時～

　場所については次の3カ所のう

　ちからいずれかを受験票により

　指定されます。

　◇宮城県仙台第二高等学校

　　（仙台市川内澱橋通51）

　◇宮城県工業高等学校

　　（仙台市米ケ袋3丁目2－1）

　◇宮城県警察学校

　　（仙台市台原5丁目1－1）

○問い合わせ先

　詳しくは、白石警察署留5－2138

　または最寄りの派出所、，駐在所

　へお問い合わせください。

ヨ暢働通信麹粛講座．

　自己啓発に！グループ学習に！

労働間題を基礎的・体系的に学べ

るよう工夫されています。権威あ

る講師陣の指導を自宅で受けなが

ら学べます。

レ課目　基本コース、専門〈労働法〉

　コース、専門く労務管理〉コース

レ期間　9月～3月の7ヵ月

レ対象　労・使・一般

レ受講料各コース9，800円

〉締切日　8月20日（水）

レ申し込み先日本労働協会（〒105東

　京都港区芝公園1－7－6中退金ビル内〉

※詳しくは、県庁商工労働部労政

　課奮022－263－2111へどうぞ。

　県では、男女の平等や、女性の

社会参加などについて考え、「男女

が共に歩む社会」への一層の理解

を深めてもらうため、11月18日に

宮城県婦人会館で「’86ミヤギ　レ

ディス・フェア」を開催します。

　これの開催にあたり、意見・ポ

スターを募集します。（未発表の作

品に限る）

1．意見

　男女が共に歩む真の平等社会を

　築くため、日ごろ家庭や職場・

　地域で体験したり考えているこ

　と。

▽応募資格　県内の16歳以上の方

▽枚数　400字詰め原稿用紙5枚

　　　　程度

▽テーマ「男女平等のために」「地

　　　　域活動を通して」「職場と

　　　　私」など自由です。

2．ポスター

　男女の平等や女性の社会活動、

　生き方などを明るく表現したも

　の（未発表のもの）

▽応募資格　県内の中学生以上の

　　　　　　男女。

▽規格A2版
3．募集期間　8月1日～9月30日

4．応募・問い合わせ先　県婦人少

　年課厨022－236－2111内線3531まで

5．表彰

　優秀作品は、大会当日知事表彰

　を行ない、意見の発表とポスタ

　ーの展示も行ないます。

6．このほかに、バザー会場も設

　けますので出品作品・参加グル

　ープ・団体なども募集します。

　　　　　む勃、う㍗
　　　　　　　レ／

　〆，ノに〕、、蝋

一
「
二日『

公民館だより
　　　，耳「1∵　　　ン←，

　　名作といわれる感動的なよい映

　画を鑑賞することにより、親と子

　のふれあいの機会をつくり、また

　豊かな心を養い映画のよさを知っ

　てもらうことを目的に開催します。

　　入場は無料です。お誘い合わせ

　のうえ、ご来場ください。

　〉日時　8月10日（日）

　　　　　午後6時～8時30分

　》会場　臼石市中央公民館大ホール

　く上映作品＞

　　「十五少年漂流記」（アニメ66分カラー）

　　「青い鳥」　　　　（アニメ32分カラー）

唾　　「難破船」　　　（アニメ19分カラー）

　i・ノ 　泊1㍉ノ

　　　　　ノ，ノ1・ホ・一肪τみ

　子ども会活動の普及と拡充強化

を図る目的で第10回子ども会ソフ

トボール大会を開催します。白石

市内の小学校10校から12チームが

集まり熱戦が展開されます。

　市民のみなさんのあたたかいご

支援をお待ちしています。

〉日時　8月31日（日）午前9時

　　　　雨天の場合は9月7日（日）

〉会場　自石第二小学校校庭

　　　　　　　　　r，掛

　　　　　　　　敬施、
　　D　，ノ」、タ
　　ll1き》〆刀〆、

　　　　　　／為ノll

　　　　　　一〆f　　、1
　　　　　』ド1／〆轡

　　　　r』祭繊

　1

　　　　　　　 　　　　　　　1

　夏休みの有効活用のため百人一

首歌かるた講習会を開催いたしま

す。小・中・高生、親子そろって

ご参加ください。

》講習内容　絵合わせ、歌合わせ、

　正しいかるたのとり方、実技指

　導、ユニークな百人一首の解説

夏休み，読書で充実

　　　　　　　広がる世界！

家族そろって

　図書館をご利用ください

　8月15日は終戦記念日。戦争を

知らない世代がふえています。“い

つまでも平和”戦争のない世界を

願って、この夏も“戦争を考える”

特集です。どうぞご利用ください。

、1ノ　’ザ’慧1｛1’・

　一新着、19種類一

　活字が大きくて読みやすい一と

好評です。

〉主な作品「俳旬のつくり方」（水

　原秋櫻子）「囲碁入門」（林海峯）

　「山本五十六」全5巻（阿川弘之）

　「腕という女」（大原富枝）「斬」

　全3冊（綱淵謙錠）「続おばあさ

　んの知恵袋」全2冊（桑井いね）

　「一絃の琴」全3冊（宮尾登美

　子）　「花埋み」全3冊（渡辺淳

　一）ほか。

》日時　8月毎週月曜日

　　　（都合にまり変更日もあり）

　　　午前10時～12時

》場所　白石市中央公民館

》会費無料

レ講師及び申込み　百人一首指導

協会会長・高橋雅聖　副会長・石

塚雅道　奮6－3238・5－2885へ。

q

　　二ぐ』1，1、：　1／」

　宮城県図書館では手づくり絵本

を募集しています。“世界で、たっ

た一冊の「あなたの絵本」”を作っ

てお送りください。

〉作品の送り先及び応募締切り

　宮城県図書館奉仕課（〒983仙台

　市榴ケ岡5）へ9月10日（水）まで

　または臼石市図書館へ9月6日
　（翁まで。

＞期間

〉時間

，1ザ壁防猛 」、気1

8月9日（土）まで

（日曜、月末は休館）

午前9時～午後6時

図書館智6－3004
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白省市掌桜小路滋』

20歳のあなた＼

　　　　　国罵年金に加』民、1．，奪しよう。ゲ

　20歳になるとさまざまな権利を

与えられるとともに義務も生じて

きます。国民年金に加入すること

も大切な義務の1つです。　「国民

年金」という言葉に初めて接する

人もいるでしょうし、関心のない

人もいるでしょうが、そうおっし

ゃらずに少しおつきあ1、斗・ください。

　現在わが国には、国民年金をは

じめ、厚生年金保険、共済組合な

ど6つの公的年金制度があり、国

内に住む20歳以上60歳未満の入は、

必ずいずれかの公的年金制度に加

入しなければなりません。みなさ

んの中には、すでに社会の一員と

して働いている八もおン）、会社

員や船員は厚生年金保険に、公務

員は共済組合にそれぞれ加入して

いるでしょう。しかし、農業や商

業などの自営業に従事している人

はいずれの年金制度にも加入して

俄ノー、慧（ゐ逼族ウ．、方冷

いません。そういう人たちが、20

歳になったら加入するのが「国民

年金」です。

　国民年金に加入すると、将来老

齢になった時の年金はもちろん、

万一の事故での障害や、遺族に対

しても保障があります。

　国民年金制度は、若い世代がお

年寄ン）世代を支えると1、誕う　「世代

と世代の助け合い」のもとに成り

立っています。高齢化社会を迎え

ようとしている現在こそ、若い世

代の理解と協力が必要です。

　20歳になられたみなさん、国民

年金に加入し、安心できる老後を

迎えるとともに、次の世代に国民

年金の果たす役割を伝えていきま

しょう。

　国民年金についてのお問い合わ

せは、市役所国民年金係魯5－2111

までどうぞQ

赫別弔慰金か支縮されます
　次に該当する戦没者の遺族の方

に特別弔慰金として30万円（10

年償還国債1が支給されます。ま

だ請求手続きをしていない方は、

早めに手続きしてください。

　○戦没者の遺族として20万円お

　　よび12万円国債を受けた方

　Q昭和54年4月1目から昭和60

プ5

　　年3月31日の間に公務扶助料

　　遺族年金などを受けていた方

　　の死亡などにより失権した方

　○時効により前回の特別弔慰金

　　を受けなかった遺族の方

　請求手続きなど詳しいことは、

社会福祉事務所総務係にお問いあ

わせください。

　祈念の黙とうについて

　8月6日と9日は、原子爆弾投

下41周年にあたります。

　この両日に、原爆死没者の霊を

慰め、あわせて世界恒久平和の確

立を祈念するため、平和祈念の黙

とうをささげましょう。

　また、この祈りの輪が全国に広

がり、「祈りの日」が確立されるよ

う念じています。

《》異零とうをささげる日日寺

　◎8月6日（水）

　　広島市の原爆投下時刻・午前

　　8時15分から1分間

　◎8月9日（土）

　　長崎市の原爆投下時刻・午前

　　11時2分から1分問

壷白石市中小企業振興資金の

　貸付利率の改定について

　中小企業者の金融を円滑に1、、

経営の含理化を図るため、市のあ

っせんによシ）融資を行っています

か、従来からの貸付利率6．7％が

8月1日貸出し分より6．4％に改

定になりました。融資枠にまだ余

裕がありますのでご活用ください。

※融資のお申し込みは白石商工会

　議所へどうぞ。

・釦 選挙人名簿の交付につ1、’て

　昭和61年9月1日現在（9月2

日登録）の選挙へ名薄の複写を昭

和62年4月執行予定の統一地方選

挙における候補者となろう，とする

方に公職選挙法第29条第2項の規

定により有半斗　（1　P15円不呈度）　に

て交付いたしますので、昭和61年

8月11日（月ぽで選挙管理委員会ま

でお申し込み（ださい。

　なお、申込み用紙は選挙管理委

員会事務局に備えてあります。

r《ぎ璋頭生センター体騨のお知bせ

　自石市衛生七ンダー第一事業所

　（し尿処理）・第二事業所（ゴミ焼却

炉｝の機械総点検整備のため、し

尿の汲み取り、ゴミの収集および

持ち込みの受付を下記のとおり休

業します。

　休業中はゴミを集積所に出さな

いようご協力ください。

＜休業目＞

08目15日　〔金曜日コースの金地

　　域〕8月19日（火）に収集・不燃

　　物は8月22日に収集します。

08月16日〔土曜日コースの全地

　　域〕8月20日（水）に耳叉集します。

お問含せは豊5－4050（ゴミ）・燈7一

噛2111〔し尿）衛生センターヘ

轡老齢福祉年金証書の

　　提出をお忘れなぐ

　S月は、老齢福祉年金を受けて

いる方が、証書を提出する月です。

該当者には直接ご連絡いたします

ので、指定期日にご提出1ださい。

・争医学向よ、のため

　献体運動にご協力を．ノ’

　私たちが健康で幸福な毎日を過

ごすため欠くことのできない医療

は、へ間同士お互いの亥と協力を

礎として受け継がれ発展してきま

した。そして、よりいっそうの医

学、歯掌の進歩のために、将来ミ医

師、と呼ばれる学生たちの解剖学

実習に自らの遺体を無償で捧げよ

うという運動が広かっています。

　この、医療を受ける者と医療に

たずさわる者との深1，亀相互理解の

上で成り立つ尊1、斗行為、それが「献

体」です。子供たちの未来の健康

な日々のためにも、「献体」はより

多くの人やに知っていただきたい

大切な言葉です、

　献体について詳1、1知りた1、』方、

入会希望の方は、東北大掌医学部

献体業務部内・東北大学臼菊会盤

〔）22－274－1111（内線2261）・’、どうぞ。

撫
瓶

イ
號
羅

東北時代の夜明け

瀞繋繋の繋難鱒鷲蕪

■開催期問：昭和62年7月18日団～9月28日（月）

■開催場所：宮城県仙台市港地区

お楽しみプレゼント抽選券付

『第矧麟繭、壷券発売略i，ヴ

【前売入場券発売所】

　●白石市観光協会（商工観光課内）

　●白石市観光案内所（白石駅前、白石蔵王駅内）

（
＼

響
プ
〆 人

高　校　生

生学中

幼 児

IHIヂll－III　il 聖1抽rllい け　lhll川II　Ill 悶1川

前　売　券

1，600円
1，200円

800円
400円

当　臼　券

2，000円
1，500円
1，000円

500円
巾hlロIII困ひh

官公庁だより
l川卜i川ゆ lトコ II 1回11川Illl川II 川㌧IiIIII！i旧llr卜

l税輔談囎編灘！＼
　　　　　　　　大河原税務署

　「住宅取得控除を受けるために

はどうすればよいか」とか「土地

や建物を売ったときの税金はどう

なるのか」など、税金に関してお

わかりにならない、点はありません

か。

　このような税金に関する相談の

窓口として、国税局や主要都市の

税務署には「税務相談室」が設け

られていまづ『。

　税に関する相談は、どこの税務

相談室でもできますし、費用は無

料です。

　お気軽にご利用ください。

1たばこは　　　　　　1

浦内で買いましょう哲

★退職目衛官無料職業糸冒ラ，

一地元企業の発展に退職自衛官を一

　求人についてお気軽にご相談く

ださい。

》連絡先　退職自衛官仙台無料紹

　介所（仙台市本町1丁目3番地

　9第6広瀬ビル3階姪022－227－

　2610）または、自衛隊船岡，駐屯

　士也季震言蔓・ヒンター留022－455－2301

1、～つ・も水と虻，ヒ淀、詳

☆築こう水のある豊かな暮らし☆

　8月1日は「水の日」

　1日から7日は「水の週間」です

　ロぼ

、蟹勤轡酵
ゑ　・　　　1

蔭　1　 尋叩
　　　　1　・，　一

ノヂ㌦』’撫譲
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カメラ・ニュース 休日急患当番医

　　　　蛇重

月　日

8／3
10
17
24
31

内 科

亘理医院（5）8501

柿崎医院（5〉2210

刈田病院（5〉2145
大沼医院（5）2502

広瀬医院（5）0238

き夕 科

刈田病院（5）2145

宮城医院（5）2062

刈田病院（5〉2145
加藤（大）医院（6）2653

堤医院（5）1181
※都合により変更になる場合もあります。

　明るい社会をつくりましょう！

「社会を明るくする運動」強調月

間の7月2日早朝、白石駅前で保
護司会や更生保護婦人協議会員な

どが、出勤途中のサラリーマンや
O　Lにチラシを配り、「犯罪や非行

のない明るい社会を築きましょう」

と同運動への協力を呼びかけました。
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．
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》ゼ

　包丁さばきもあざやかに！

　単身赴任者向けの料理教室が7
月16日、働く婦人の家で開かれま
した。参加者は、東北電力や臼石
警察署などの単身赴任者約20名。

手ぬぐいをかぶり、そろいのエプ
ロン姿で当日のメニュー7品の調
理に挑戦。さてできばえの方は！

　　　蕊一〆　　に二　、．卜漁
　　　コ

願概蟻《
　　　　　　　　　　　　ご輩壷

　交通規則を守りましょう1

　7月17日、白石警察署において
警察友の会（会員68名）の総会が

開かれ・市内から交通事故や違法
駐車をなくすよう市民に働きかけ

ていくことを確認しました。みな
さん、事故を招く違法駐車は絶対
にしないよう’巳・ま卦けましょう。

　　　　　　　圃’口の要、ワき　　rl

談（8月分）

相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

者齢肯
同

hグ紹業職

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

婦人相談

無料法律
相　　談

身障者
相　　談

相談臼

18

18

18

18

5・25

19

18

時　　問

10：00～

12：00

10：00～

　15：00

！0：00－

　15：00

10：00～

　15：00
10100～

　12：00

10；00－

　13100

9；30－

　15：00

場　　所

白石市役所

1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
臼石市役所1階
消費生活相談室

臼石市役所1階

消費生活相談室

自石市役所3階

第3会議室

内　　　容

市行政に対する質問、

要望等について、川
井市長が直接相談に
応じます。

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇用
差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常生活上の
困りごと

60歳以上の方の職業
斡旋。来談される方
は事前に福祉協議会
5－2111にご連絡く
ださい。

健康保険、船員保険、

厚生年金など

8月は休みです

　
　
金

18

週
依

　
毎
月

ン
2
8

オ
・

㌃
　
－

ンホ
8

二

18

18

11

10：00～

　15100

13：00～

　14：00
10：00～

　11：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15；00

10＝00～

　15：00

所
費
室

役
肖
談

市
、
γ
相

石
階
活

白
1
生

福祉事務所

自石市役所2階

第2会議室

白石市役所4階

第4会議室

臼石市役所3階

第3会議室

買物苦情、消費生活
一般

補聴器の修理、調整
など

家庭内の人問関係や
異性との問題等で悩
んでいる女性の方

法律についての困り
ごと

身体障害者薄弱者の
生活、職業、結婚等

』口 16


